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第
一
節
序
説
一

目
的
此
の
考
察
の
目
的
は
上
代
栽
國
庶
比
の
肺
會
的
・
文
化
的
壯
態
を
賓
流
的
に
知
る
・
こ
、
己
に
あ
る
．
古
く
は
祁
器
時
代
の
土
器
．

／
布
器
を
姑
め
ざ
し
て
、
九
州
北
部
諾
所
に
見
出
さ
れ
た
装
飾
林
等
、
日
本
人
の
文
化
的
所
定
を
我
共
は
上
代
叉
は
そ
れ
以
前
に
多
数
見
出

す
の
で
あ
る
が
、
言
語
的
遺
物
こ
し
て
は
日
本
人
の
作
っ
た
も
の
で
は
紀
伊
隅
川
八
幡
宮
減
の
古
鏡
の
銘
が
妓
古
の
も
の
ど
さ
的
て
ゐ

る
。
（
大
日
本
金
石
史
二
四
三
頁
）
此
れ
に
次
い
で
は
多
数
の
金
和
文
が
あ
る
。
．
〕
然
し
金
布
文
ご
い
ふ
も
の
は
そ
の
性
倣
上
、
柄
に
彫
り

つ
け
た
も
の
で
も
ｂ
鐘
銘
や
鏡
銘
や
迩
像
記
で
も
、
庶
鵡
の
も
の
ど
は
老
へ
ら
れ
な
い
。
少
く
ど
も
下
膳
災
の
思
想
を
表
は
古
よ
り
も
、

、
其
れ
等
の
も
の
を
作
る
力
の
あ
る
上
勝
階
級
の
思
想
に
基
い
て
作
ら
れ
た
も
の
ど
老
へ
ら
れ
る
。
即
ち
そ
の
銘
せ
ら
れ
た
言
語
は
恐
ら
く

グ

、

そ
れ
を
作
ら
せ
た
上
流
階
級
の
思
想
を
よ
り
多
く
表
は
す
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
作
っ
た
部
民
や
、
そ
れ
を
作
る
こ
さ
も
作
ら
せ
る
事

も
出
來
な
か
っ
た
部
民
や
奴
艸
の
思
想
を
表
は
す
事
は
少
い
も
の
で
あ
ら
う
９
そ
こ
で
私
は
大
変
の
戸
締
帳
に
表
は
れ
た
人
名
を
以
て
庶

。
Ｉ
民
の
言
語
的
文
化
を
表
は
し
且
つ
年
代
附
け
す
る
事
の
出
来
る
我
國
妓
古
の
現
獅
迩
物
で
あ
る
ご
老
へ
る
。
奴
艸
の
名
を
そ
の
主
人
が
つ

け
た
か
そ
の
親
が
つ
け
た
か
は
判
ら
な
い
が
、
其
の
他
の
下
肘
民
の
名
は
恐
ら
く
そ
の
泳
親
が
附
け
た
も
の
ど
老
へ
ら
れ
る
。
其
れ
は
古
一

、
■
事
記
垂
仁
太
皇
の
催
に
「
亦
天
皇
命
州
共
脈
．
言
凡
子
名
。
必
織
狢
。
何
稚
是
子
之
御
名
」
ご
あ
り
、
叉
日
本
普
紀
川
代
巻
下
に
も
同
様

に
慨
親
が
命
名
し
た
こ
さ
と
示
す
例
が
あ
る
か
ら
、
古
く
は
偲
親
が
命
名
し
た
も
の
ど
忠
は
れ
る
。
さ
う
ご
す
れ
ば
、
戸
織
帳
に
表
は
れ

た
名
は
そ
の
氏
族
、
そ
の
階
級
も
そ
の
地
方
の
肚
會
意
識
の
表
現
ご
見
ら
れ
る
郡
ご
な
る
。

餐
料
・
此
膣
で
餐
料
さ
し
た
戸
締
帳
ご
い
ふ
の
は
「
大
日
本
古
父
普
」
一
に
川
て
居
る
も
２
じ
、
正
倉
院
に
そ
の
鯉
本
は
収
め
ら
れ
て

．
大
喪
二
年
戸
雑
帳
に
就
い
て
一
二
七

I

＝



、

〆
’

I

I

一
二
八

居
る
、
所
洲
正
倉
院
丈
替
の
一
で
あ
る
。
こ
の
戸
糀
帳
の
作
ら
れ
た
唯
代
は
大
変
二
年
で
あ
っ
て
、
紀
元
一
三
六
二
年
、
文
武
天
皇
の
御

代
で
あ
り
、
や
が
て
奈
良
朝
始
ま
ら
う
ご
す
る
時
代
で
あ
る
。
即
ち
大
化
の
改
新
に
よ
り
店
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
新
し
い
制
度
が
地
方

に
も
或
る
程
度
行
き
わ
た
っ
た
唖
か
亡
思
は
れ
る
。
此
の
戸
締
帳
の
存
在
そ
の
も
の
が
そ
れ
の
表
は
れ
の
一
・
つ
で
あ
ら
う
。
こ
の
戸
籍
帳

の
人
名
は
推
古
朝
に
生
れ
た
人
の
も
の
が
妓
も
古
く
、
大
化
の
改
新
を
經
て
、
文
武
の
御
代
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
街
時
の
祗
會
樅
成
を

太
剛
氏
は
日
本
上
代
に
於
け
る
献
會
細
織
の
研
究
に
於
て
下
の
如
く
云
っ
て
ゐ
る
。
大
化
の
改
新
よ
り
ｂ
上
古
の
肺
會
の
韮
礎
を
な
し
た

‐
氏
族
制
度
、
作
部
制
度
は
破
ら
れ
た
が
、
氏
姓
ご
い
ふ
も
の
は
ま
だ
肚
會
に
意
味
を
持
っ
て
居
て
、
中
古
初
期
の
耽
會
階
級
の
韮
礎
を
な

し
た
も
の
は
氏
姓
で
あ
っ
た
ｐ
中
古
の
砒
會
陪
級
を
概
括
す
れ
ば
、
第
一
は
昔
の
大
臣
大
連
郷
大
夫
臣
連
の
後
喬
、
天
武
の
忌
寸
以
上
の
〃

姓
を
賜
っ
た
者
で
淡
族
で
あ
る
。
錨
二
は
作
造
園
迭
稻
澄
等
の
後
商
ｂ
天
武
賜
姓
の
こ
き
新
姓
を
賜
は
ら
な
い
者
で
、
こ
れ
は
明
治
の
士

、
、

〃
族
に
類
す
る
．
第
三
は
姓
を
持
た
ぬ
者
及
び
古
代
の
舳
部
部
曲
の
蛤
の
後
筒
で
あ
り
部
名
人
名
を
帯
び
る
氏
で
諺
平
氏
で
あ
る
。
策
四
は

氏
名
も
部
名
も
な
い
所
の
家
人
公
私
の
奴
郷
及
び
非
解
放
の
作
部
即
ち
雑
戸
陵
戸
の
紙
で
、
賤
塒
で
あ
る
ご
・
、

戸
籍
帳
に
表
は
れ
た
場
所
を
、
大
日
本
地
名
僻
普
に
依
り
現
代
の
地
名
に
比
定
す
れ
ば
命
次
の
様
に
な
る
。
・

御
野
國
味
蜂
間
那
奔
部
里
岐
阜
縣
押
斐
郡
養
基
村
か
、

Ⅵ
御
野
國
本
餐
郡
栗
栖
太
里
同
縣
本
巣
郡
牛
牧
村
か

御
野
國
屑
縣
郡
届
凌
里
同
縣
岐
阜
市
長
良
か
、

．
御
野
國
各
牟
那
中
里
同
縣
稲
葉
郡
那
加
村

御
野
國
山
方
郡
三
井
岡
里

、

同
縣
山
縣
郡
瑞
野
川
村

〃
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』

＃

ｇ
御
野
國
加
毛
郡
半
布
里
・
・
・
同
縣
加
茂
郡
樹
田
村
↑

。

筑
前
國
鴫
郡
川
逢
里
斗
禰
岡
縣
糸
嶋
郡
元
岡
村
か
。
、

・
・
製
前
國
上
三
毛
郡
塔
里
・
同
縣
築
上
郡
唐
原
村
か
．
人
、

・
同
國
同
郡
加
目
久
也
里
．
同
郡
横
武
合
河
等
の
村
か

同
國
仲
津
郡
丁
里
〃
《
同
縣
京
都
郡
城
井
村
か
‘
、

，
以
上
の
う
ち
春
部
里
は
養
基
村
に
粕
ケ
原
が
あ
り
、
中
里
、
三
井
田
里
、
雫
布
里
は
何
れ
も
同
音
の
村
名
叉
は
大
字
名
が
比
定
さ
れ
た

地
に
あ
る
か
ら
地
名
の
上
か
ら
問
題
は
な
い
さ
し
て
も
、
》
府
盈
里
は
地
名
僻
書
が
比
走
し
た
岐
阜
市
長
良
の
直
ぐ
近
く
に
方
縣
村
が
あ
る

ゆ

の
に
長
良
に
比
定
し
た
の
は
何
か
理
由
が
あ
ろ
も
の
亡
思
は
れ
る
。
川
逢
里
は
確
責
に
比
定
出
来
る
地
名
を
見
出
さ
な
い
。
塔
里
に
比
定

ノ

さ
れ
た
唐
原
村
の
他
に
、
同
じ
郡
内
千
束
村
に
も
塔
岡
さ
い
ふ
大
字
が
あ
る
。
も
し
地
名
か
ら
だ
け
比
定
す
る
も
の
ど
す
れ
ば
、
、
そ
の
方

４
。
■

が
穂
儲
で
は
な
か
ら
う
か
．
加
目
久
也
里
は
僻
普
に
は
加
自
久
也
里
芭
ょ
ば
伽
て
ゐ
る
。
目
は
自
の
省
劃
置
考
へ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
地

。
名
僻
書
は
丁
里
を
木
里
の
省
劃
ざ
し
て
城
井
村
に
比
定
し
て
ゐ
る
が
、
僻
書
の
細
者
自
ら
疑
っ
て
居
る
や
う
に
不
穂
當
で
あ
ら
↑
＄
寧
ろ

一
ｊ

■
パ
ル

〃
″
ゞ
“
丁
を
「
ヨ
ポ
ど
芭
訓
ん
で
京
都
郡
の
小
波
湘
村
に
比
定
し
て
は
如
何
で
あ
ら
う
か
．
小
波
瀬
村
に
は
與
原
さ
い
ふ
地
名
が
あ
る
．
但
し

こ
れ
は
地
名
●
か
ら
だ
け
の
考
へ
で
あ
っ
て
小
波
湘
村
は
地
名
僻
番
に
よ
る
ざ
古
く
は
仲
津
郡
に
は
暁
し
て
居
な
か
っ
た
様
で
あ
る
か
ら
弧

『
一
ｑ

く
主
張
す
る
こ
ぎ
も
出
來
な
い
．
．
以
上
の
諸
地
方
を
地
岡
の
上
で
見
る
さ
め
御
野
図
の
六
里
は
總
て
今
の
岐
阜
縣
に
鵬
し
、
大
侭
に
於
て

平
野
叉
は
平
野
Ｅ
山
地
の
境
に
あ
る
村
で
ｂ
現
在
の
岐
阜
巾
を
中
心
に
し
た
牛
凹
形
の
地
方
に
分
布
し
て
居
る
。
九
州
の
諸
地
名
は
皆
今

の
耐
岡
縣
に
厩
し
画
，
海
岸
か
ら
二
三
里
以
内
に
あ
り
勺
大
綴
平
野
か
平
野
ど
山
ど
の
境
に
あ
る
村
の
そ
れ
で
あ
一
亀
蝶
前
の
三
里
は
周
防
４

１
大
喪
二
年
戸
雑
帳
に
就
い
て
、
言
一
九
、

屯

・
グ
。

〃

／
Ｉ

I

〃

1

、

ｊ
■
ｌ
■
１
１
ト
ー
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＆
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１
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，

缶

bQ 凸

、

、
二
二
○
β

、

‐
灘
に
面
し
、
筑
前
の
は
怡
土
牛
烏
に
あ
↓
亀
．
》
、
／

次
に
戸
雑
帳
に
表
は
れ
た
氏
族
名
・
の
大
髄
を
述
べ
る
。

，
御
野
國
奔
部
里
に
は
半
数
に
近
い
國
迭
族
ご
呼
ば
れ
る
所
訓
士
族
の
戸
が
あ
る
Ｑ
他
に
奔
部
六
人
部
等
部
名
、
を
も
つ
も
の
が
あ
る
。
栗

一

栖
田
里
は
二
戸
の
栗
栖
剛
君
族
を
除
き
他
は
刑
部
Ｄ
道
守
部
、
物
部
等
部
名
を
帯
び
る
比
で
あ
る
。
胴
糞
里
は
國
造
の
他
は
不
明
。
中
里

は
部
民
の
み
他
は
不
明
ｅ
三
井
川
里
に
は
五
百
木
部
君
の
他
は
五
百
木
部
そ
の
他
の
部
民
。
牛
布
里
で
は
所
謂
士
族
で
は
縣
主
族
が
多
く

そ
の
他
縣
考
縣
迭
な
ざ
い
ふ
の
も
め
る
ｅ
い
は
ゆ
る
平
民
で
は
衆
人
が
妓
も
多
児
縣
主
族
さ
秦
人
で
大
部
分
を
占
め
て
居
る
唖
筑
前

川
遥
里
で
は
占
部
、
物
部
等
部
名
を
帯
び
る
も
の
多
数
を
占
め
氏
姓
を
も
つ
も
の
に
は
肥
君
が
あ
る
．
挫
前
塔
里
で
は
秦
部
等
部
名
彩
持

、

つ
者
の
外
、
塔
勝
調
勝
等
勝
ご
い
ふ
姓
を
籍
び
る
者
が
多
い
。
他
の
二
つ
の
蝶
前
の
里
・
に
就
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

、

、

、
・

＆
第
二
節
、
名
の
数
ご
人
数
ど
の
關
係

名
の
数
ご
人
敷
き
の
關
係
を
老
へ
て
見
る
に
、
一
般
的
に
言
っ
て
人
数
が
瑠
加
す
れ
ば
名
は
増
加
す
る
が
、
然
し
比
例
し
て
埆
加
す
る

の
で
は
な
い
。
人
数
が
多
く
な
る
に
從
っ
て
同
名
の
人
の
割
合
が
多
く
な
っ
て
來
る
９
人
数
を
鍵
数
Ｅ
し
て
名
の
数
を
函
数
在
す
る
ど
き
／

は
次
の
關
係
が
得
ら
れ
る
。
］
Ⅱ
帯
）
号
）
Ⅱ
。
由
三
Ⅱ
芦
兵
ｘ
）
↓
。
ｘ
↓
《
Ｎ
こ
れ
ら
の
開
係
は
全
て
の
例
に
成
り
立
つ
こ
ご
で
あ
ら
う
。

然
し
同
獄
な
地
方
叉
は
同
一
の
地
方
の
部
分
間
で
は
同
一
の
幽
数
式
が
得
ら
れ
異
っ
た
地
方
企
は
同
型
の
系
数
の
異
っ
た
式
が
得
ら
れ
る

も
の
琶
考
．
へ
ら
れ
る
。
次
に
上
描
の
諸
地
方
男
女
別
の
人
数
ざ
名
の
数
の
關
係
表
を
猫
げ
る
。
こ
の
表
を
州
に
し
た
も
の
が
第
一
岡
で
あ

る
。
こ
れ
に
依
っ
て
見
る
Ｅ
、
男
子
の
方
で
は
御
野
全
罷
御
野
の
各
地
方
等
を
表
は
す
黙
は
一
つ
の
曲
線
を
形
造
り
、
蝶
前
の
全
部
を
表
・
〃

〆
Ｊ
ｒ
，

〃
。

、

／
。

□
ｊ
，
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〆

｛ 〃

'

〃
且

、

の
大
き
い
事
を
示
す
表
徴
ど
も

老
へ
ら
れ
る
が
．
他
面
文
化
の
多
様
性
複
雑
性
を
も
表
は
す
も
の
ご
考
・
へ
ら
れ
る
。
そ
の
事
は
こ
れ
ど
同
様
の
方
法
に
依
っ
て
作
ら
れ
た

次
の
第
二
表
に
依
っ
て
諄
證
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
第
二
表
は
大
日
本
古
文
饗
一
・
及
び
二
に
依
り
山
城
、
出
雲
等
諸
地
方
の
名
の
表
は
れ

〃

た
も
の
を
集
計
し
た
の
で
あ
る
が
、
二
脚
で
見
る
ご
文
化
の
進
ん
で
ゐ
た
ご
忠
は
れ
る
地
方
は
一
般
的
に
縦
軸
に
速
い
曲
線
上
に
あ
り
Ｐ
い
、

文
化
的
に
お
く
れ
て
ゐ
た
さ
老
へ
ら
れ
る
地
方
は
縦
軸
に
近
い
曲
線
上
に
あ
る
。
次
に
氏
族
的
に
見
る
ざ
秦
人
、
縣
主
族
、
、
國
造
族
一
奴

を
表
は
す
軸
に
成
る
丈
け
近
い
曲
線
を
作
息
弓
さ
す
れ
ば
國
迭
族
を
表
は
す
軸
を
離
れ
て
や
豈
縦
軸
に
近
く
な
る
様
に
恩
は
れ
る
。
こ
れ

に
依
っ
て
國
迭
族
が
他
の
氏
族
よ
り
名
が
分
化
し
て
居
た
も
の
で
あ
る
事
が
老
へ
ら
れ
る
．

大
戎
二
年
戸
締
帳
に
就
い
て
，
二
二

〆

黙
が
あ
る
。
蝶
前
の
線
は
縦
軸
に
近
く
御
野
の
線
は
縦
軸
に
述
囎

、

〆
●
▼

ロ
グ

●は
す
軸
ご
蝶
前
の
各
地
方
を
表
は
す
軸
亡
は
叉
一
つ
の
な
だ
ら
が
な
曲
線
上
に
あ
り
℃
御
野
の
線
亡
蝶
前
の
線
の
中
間
に
筑
前
を
表
は
す

． ‐表 ・・-－ 錐／

里 男子|女

愈|鰯|‘｜名．

|赤淵;里‘01 22336,
栗栖田里 183 127251

爪を‘里 64, 56 62

‐
罰

図
名

160御

52

野 11, "| ?41 31 | 49 3?、里

66I57 l2 73"
闇'三，蝿，…崎…

~ II
御野全部11981 592 1371 594.

2031 1441ZSOl 16!
631 46 64 44

忍織零8
1 1 1
204!481 1821 135
'431 1301 !361 1071面’

’ 1

一

③

里
皿
幽
里
榊
名
旋
一
族

邊
久

川
塔
加
丁
獅
族
・
主
一
通

前
１
‐
ｌ

１
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ

筑
《
班
前
．
氏
縣
一
剛 剛恥

ユ

可

姑

や

久

女
子
の
場
合
も
同
じ
國
が
略
里
同
一

、

’
一

zol '621
961 8‘ 『

泰 人 ’ 3851
奴 | '81

24212201
801 961

冊

も
。
〃
夕

の
曲
線
上
に
あ
る
事
は
同
様
で

も
Ｊ

あ
る
が
、
只
筑
前
を
表
は
す
軸

が
御
野
這
同
一
線
上
叉
は
御
野

よ
り
も
反
っ
て
縦
軸
に
速
い
ご

い
ふ
事
で
あ
る
。
縦
軸
に
逢
い

曲
線
上
に
あ
る
こ
こ
は
名
が
分

化
し
て
ゐ
る
事
を
示
す
。
名
が

、

分
化
し
て
ゐ
る
事
は
一
而
祗
會

リ

’



、

〈

、

『 、 ､

、
■

、

ノ 」 I

~

は
御
野
森
部
里
を
塞
準
に
し
た
さ
き
そ
の
他
の
各
地
方
の
共
通
名
数
ど
名
数
ど
の
開
係
迄
表
は
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
剛
に
表
は
し
た

り
、

の
が
第
三
剛
で
あ
る
が
、
一
間
に
よ
っ
て
見
る
ど
き
御
野
の
諸
地
方
を
表
は
す
鮎
が
略
Ｅ
同
一
曲
線
上
に
あ
り
豊
前
が
叉
同
様
に
同
一
曲

線
上
に
あ
っ
て
、
御
野
の
諸
戦
を
結
ぶ
曲
線
は
豊
前
の
曲
線
よ
り
も
縦
軸
に
近
い
。
雨
者
の
中
間
に
筑
前
が
あ
る
。
即
ち
此
の
事
は
御
野

●

く
、
．
。
↑

ワ
グ

表 二． 、箙剛
髄
祁
瓦
間
に
あ
る
共
通
の
名
の
数
は
、

｝
》

す
げ

左
の
表
は
文
化
と
名
数
ざ
の
關
聯
を
明
ら
か
に
す
る
。

ケ

國 男子女子

歯|掛瑠T蚕名

年

I

Ｎ
Ｆ
ヒ
ヒ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
・
膿
，
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

１
↑
↑
ｆ

ｆ
４
Ｊ
４

４
３
４
ｆ

ヒ
ニ
五
、
．
元
三
十
、
五
一
七
・
陸
に
吟

老
仙
他
．
平
平
平
準
李
卒

ィ
儲Ｉ、
大
同
同
養
祁
祁
天
天
，
天
天
天
天

１
１
，
１
判
‐
１
１
Ⅲ
１
１
１
引
川
１
１
５
７
１
〆
勒
６
６
６
９
８
１
４
１
８
５

和
敬
弱
媚
腔
肥
。
、
３
１
３
０
８
哩
泌
４
．
３
．
１

』

２

第
三
節
名
の
數
さ

5921371

144麹0

168337

148387

29 ．8

10 ＝35

2 5

27 24

24 41

181246

69 117

122， 180

246412

34 ノ51

91 v 1

34 39

52． 15

御
筑
豊
下
常
陸
讃
因
近

野
、
前
前
總
陸
奥
岐
帷
．
江
背

1198

203

335

291

32

10

2
，

29

27

195

75

157

352

39

、

112

34

58

剛
慨
相
互
間
の
文
化

共
通
名
の
数
ど
の
開
係

"

山

右
や貯凸

jJt １
０的

共
通
性
を
或
る
程
度
示
す
も
の
声
」
考
へ
て
よ
い
で
あ
ら
う
殉
第
三
表

111 1テ
L

も
つ
噂

列
》出

山
遠
越
蹄

ノ

訓睦

11

､

江

前

’ リ

中、

Q

ノ

一
一
一
一
一
一/ ‘ ／1

』I
夕

ゴ

L／・ 〆
P

I
I $

Qノ
『

〃

、

〆

9

1



q

も

心

』
』

I

Ｂ
Ｐ

〆

の
森
部
里
に
對
し
て
御
野
の
他
の
地
方
は
略
曳
同
様
な
共
通
性
を
持
っ
て
ゐ
る
事
を
示
し
、

持
っ
て
ぬ
る
事
を
示
し
、

、

表． 四 節

表名通共間族氏

表 三
●6

'錐
０
皇
１
．

次
に
氏
族
鯏
繼
相
互
問
の
共
通
性
に
つ
い
て
兄
る
に
わ

い
て
兄
る
に
わ

、9

‐
‐
１
大
喪
二
年
戸
籍
帳
に
就
い
て ’族

族
人

氏
族
名
主
迩
．
奴

縣
國
泰

口
図．衆奴
ざ'I乞
う皇

族人・

2零' ‘‘ ,:1301 29

”2 25
B｡|8 ． 25

縣
．
王
族
一
噸
塑
駈
・
加

々

I

1Ix

〃

・
先
づ
秦
人
を
韮
準
ご
し
に
も
の
で
は
縣
主
族
を
表
は
す
黙
は
、
〃
奴
叉
は
國
造
族

を
表
は
す
班
を
源
珊
に
結
ぶ
線
の
何
れ
よ
り
も
縦
軸
か
ら
速
心
、
且

、
つ
何
れ
よ
り
も
人
数
が
多
い
か
ら
、
秦
人
に
對
し
縣
主
族
は
奴
や
國
・

凡
例
素
人
ノ
行
や
．

縣
主
族
ノ
列
一
品
卜
迭
族
よ
り
も
共
通
性
が
多
い
さ
い
へ
よ
う
。
そ
の
他
も
同
様
に
縣
主

ア
ル
ノ
ハ
雨
氏
族
ノ
‐
‐
族
亡
秦
人
琶
が
共
通
性
多
く
、
國
迭
族
ご
奴
琶
は
相
互
間
に
も
共
通

共
遡
柄
数
ガ
品
デ
ァ

ル
郡
ヲ
示
シ
テ
ヰ
ル
・
性
少
く
縣
主
族
Ｅ
案
人
琶
に
對
し
て
も
共
通
性
が
小
い
事
を
示
し
て
、
‐

・
ゐ
る
．
』

Ｉ
〃

三
井
川
里
が
茜
だ
し
い
特
殊
性
を
示
す
の
は

何
か
理
山
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
現
在
の
所
そ
の
理
由
を
見
出

し
得
な
い
．
又
幾
前
の
諸
地
方
が
御
野
の
奔
部
里
に
對
し
て
同
様
な
共

●
・

通
性
を
も
ち
、
筑
前
は
御
野
ご
螂
前
の
中
間
に
あ
る
こ
ど
を
示
し
て
ゐ

る
。
此
れ
は
名
の
数
ご
人
数
ど
の
開
係
に
於
て
示
さ
れ
た
の
ご
略
Ｉ
同

様
の
關
係
で
あ
っ
て
ｂ
筑
前
の
文
化
が
御
野
を
挫
前
の
中
間
に
あ
る
事

を
示
す
も
の
ど
老
へ
ら
れ
る
。
為

I

一
一
一
一
一
一
一

｡

、

I

4
1

炉
・
ｑ
ｐ
ｂ

、

1F

、
兇

図 ／里 ,

語 ，名ノ

町
四
■
旧
団
ｊ

御
野

銃

．
剖
剰
３

Ⅲ
与
え
、
ｊ
ｅ
ｊ
ｒ
Ｂ
Ｉ

ｇ
ｔ
４
Ｊ
８
－
空
間
”

田栖
．架
府口

略、～ L

加ロ久也

丁

前' '4213

共
通
名
数

名
数

ワ
イ
／
烏
〕
ｆ

（
〆
』
Ｆ
、
〕
ゆ
つ

１

、

57

330

、 46

31
9

120

Ｄ
Ｊ
４
Ｊ
司
り
。
ｄ
■
■
４

入
４
凸
ｑ
Ⅱ
八
寺
０
４
〆
々
Ｉ
上
ダ
ム
〕

1

9

2



グ
ー

●

％ 「

I

～

１
序
説
に
も
述
べ
た
様
に
此
の
時
代
は
推
古
帆
か
ら
大
化
の
改
新
を
經
て
や
が
て
奈
良
帆
が
始
ま
ら
ゞ
ア
ピ
す
る
時
期
で
あ
っ
て
、
文
化
の
‐

發
展
鍵
化
の
多
い
時
期
で
あ
っ
た
か
ら
名
の
上
に
も
そ
れ
が
表
は
れ
て
居
る
も
の
ど
老
へ
ら
れ
る
。
こ
要
で
は
御
野
ご
九
州
に
於
て
ざ
ち
歴

・
ら
が
早
く
新
し
い
文
化
を
取
り
入
れ
た
か
ご
い
ふ
州
題
、
現
蛮
に
は
ざ
ち
ら
が
早
く
新
し
い
名
を
取
り
入
れ
た
か
ご
い
ふ
問
題
を
取
り
扱

か
つ
た
。
二
つ
の
地
方
に
共
通
の
名
が
あ
る
場
合
、
そ
の
名
を
も
つ
者
の
雄
尚
年
齢
を
比
・
ぺ
る
事
に
よ
り
新
し
い
名
を
取
り
入
れ
る
早
さ

を
大
罷
示
し
得
る
も
の
ど
老
へ
ら
伽
る
９
だ
が
蛾
満
年
齢
の
比
較
で
は
妓
早
そ
の
名
が
行
は
れ
始
め
た
さ
き
の
人
が
死
ん
で
居
る
場
合
相

涛
命
の
比
較
に
な
っ
て
新
し
い
名
一
ど
取
り
入
れ
る
早
さ
の
比
較
ご
は
な
ら
な
い
。
然
し
剛
地
方
全
艘
さ
し
て
の
新
名
李
ど
取
り
入
伽
る
早
さ

～

の
比
較
は
共
通
名
全
部
に
つ
い
て
平
均
す
る
事
に
よ
り
雨
地
方
の
年
齢
椛
成
に
大
き
な
差
異
が
な
い
限
り
妨
げ
な
く
行
は
れ
る
。
何
故
な
・
″

ら
ば
ｍ
を
流
行
初
期
の
人
が
死
ん
で
ゐ
・
る
名
の
数
、
ｑ
を
流
行
初
期
の
人
が
生
き
て
ゐ
る
名
の
叩
地
方
蚊
向
年
齢
の
差
の
平
均
を
し
、
ｎ

・
を
流
行
初
期
の
人
が
生
き
て
居
る
名
の
数
ご
す
印
ぱ
、
噸
地
方
の
年
齢
榊
成
に
差
異
が
な
い
場
合
に
●
得
ら
れ
る
費
際
の
他
は
釧
牢
半
引
眉
．

な
る
。
從
っ
て
雨
地
方
流
行
受
容
の
差
を
示
す
腕
の
値
ｑ
ご
蛮
際
に
得
ら
れ
る
値
琶
を
比
・
ぺ
て
見
る
ご
賓
際
に
得
ら
れ
る
他
は
一
山
の
他
よ

り
も
絶
對
仙
の
少
い
同
符
號
の
も
の
で
あ
ら
う
。
即
ち
計
算
に
よ
り
得
ら
れ
る
仇
は
丘
の
値
ご
髄
的
に
は
唾
ぢ
な
い
が
並
的
に
塗
る
も
の

で
あ
っ
て
、
計
算
に
依
り
Ａ
の
地
方
が
三
年
早
い
ご
い
ふ
結
果
が
出
れ
ば
そ
れ
は
三
年
以
上
鼎
か
つ
。
仁
事
を
示
す
の
で
あ
る
。
．
も
一
つ
の

↑

、

疑
問
は
或
る
名
が
本
来
Ｂ
の
地
方
に
早
く
始
っ
た
の
に
そ
の
地
方
で
は
初
期
の
人
が
妬
ん
で
Ａ
の
地
方
の
其
の
名
切
人
よ
り
若
い
人
だ
け

が
残
っ
て
居
る
Ｅ
い
ふ
様
な
偶
然
が
起
る
の
で
は
な
い
か
ご
い
ぶ
事
で
あ
る
。
一
つ
一
つ
の
名
に
つ
い
て
は
こ
の
様
な
事
の
起
る
一
刈
能
性
、
《

〃

１
１

第
四
節
時
代
ご
名
ど
の
關
係

、

､

0

一

三

四
b

〆

I

L

〃

屯
一

ノ



は
装
渭
多
い
で
あ
ら
う
。
然
し
多
数
の
名
に
つ
い
て
平
均
す
る
場
合
か
か
る
事
の
起
る
可
能
性
は
他
の
事
が
同
一
な
ら
ば
そ
の
逆
の
本
來

ノ
ノ．
お
そ
い
名
が
早
く
な
る
可
能
性
も
同
様
で
あ
る
筈
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
薙
ひ
は
他
の
事
怖
が
伺
一
な
場
合
に
は
問
題
ご
な
ら
な
い
で
あ

‐
》
ら
う
．
九
州
地
方
亡
御
野
こ
め
男
子
平
均
年
齢
は
此
の
場
合
一
三
・
二
Ｅ
一
三
・
○
で
あ
り
大
き
な
華
異
は
な
い
．
共
通
布
の
妓
高
年
齢

ｂ
‘

の
差
は
１
噸
・
臼
汁
隠
・
酌
で
あ
っ
て
統
計
仙
に
有
意
義
な
値
ご
は
な
ら
な
い
が
先
に
述
べ
た
理
川
に
よ
り
、
差
異
が
減
少
し
て
表
は
れ
る
さ

Ｊ

い
ふ
事
が
認
め
ら
れ
る
ご
す
れ
ば
大
変
の
戸
濡
帳
に
表
は
れ
た
地
方
に
つ
い
て
は
男
子
の
場
合
九
州
の
方
が
御
野
國
よ
り
も
流
行
受
容
に

遮
れ
る
傾
向
が
め
っ
た
ざ
見
て
も
差
支
へ
な
い
の
で
は
な
か
必
う
か
。
然
る
に
女
子
に
於
て
兄
る
ご
苔
も
、
共
通
名
埜
絢
年
齢
は
九
州
‐
の

方
が
少
く
な
っ
て
居
る
の
を
見
る
。
そ
の
差
は
六
・
六
才
で
あ
っ
て
男
子
の
場
合
よ
り
も
並
的
に
は
少
い
。

●
■
一

第
五
節
名
の
分
・
類
・

空

名
を
原
僻
（
松
田
大
三
郎
氏
標
準
日
本
文
法
）
に
分
け
て
ｂ
そ
れ
に
依
っ
て
意
味
に
從
ひ
名
を
分
叛
し
た
。
從
っ
て
一
つ
の
名
が
二
つ

の
原
僻
か
ら
な
れ
ば
一
価
の
部
分
に
分
類
さ
れ
る
。
又
假
名
北
凶
さ
で
二
つ
叉
は
三
つ
の
意
味
に
ど
れ
る
も
の
も
夫
麦
の
所
に
入
れ
た
。
分

ｊ

“
類
の
順
序
は
後
世
の
も
の
で
あ
る
が
大
概
伊
呂
波
字
額
抄
十
巻
本
に
從
つ
た
９

、

▽

、
先
づ
地
方
的
に
如
何
な
る
差
異
が
表
は
れ
て
居
る
か
さ
い
ふ
に
、
詳
し
い
現
象
は
十
一
麦
の
名
を
も
つ
も
の
が
九
州
に
多
い
こ
き
で
あ

一
、

る
。
御
野
に
は
徳
を
表
は
す
名
が
多
く
敷
さ
い
ふ
名
は
御
野
に
限
ら
れ
て
居
る
。
新
文
化
を
表
示
す
る
も
の
こ
し
て
學
間
に
開
係
し
た
名

・
を
見
て
み
る
Ｅ
、
先
づ
博
士
波
加
世
儒
さ
批
叫
い
て
あ
る
名
で
総
て
は
か
せ
ど
よ
ま
れ
る
も
の
が
あ
る
。
此
の
名
は
細
て
御
野
國
に
限
ら
れ

、
・
る
・
・
誓
文
等
の
字
を
含
ん
だ
名
が
あ
る
が
之
は
御
野
に
五
人
あ
る
の
に
對
し
九
州
に
は
筑
前
に
一
人
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
御
野
の

大
喪
二
年
戸
雑
帳
に
就
い
て
二
五

１
１

Ｉ

▲
■

、

〆

１
－

、

１
１
６
、

、

ミ

－1

､

ｰ



－
１

グ

ー
ー
ニ
ー
ハ

ー
■

Ｐ
一
Ｊ
１

・
は
五
十
一
才
か
ら
十
五
才
に
わ
た
っ
て
ゐ
る
が
、
Ⅷ
筑
前
の
は
七
才
で
あ
る
９
徳
の
字
を
含
ん
だ
名
で
九
州
直
御
野
に
共
通
の
も
の
は
徳
臓

‐
・
呂
℃
徳
延
（
等
許
太
利
）
徳
湘
の
三
で
あ
る
が
そ
の
吸
商
年
齢
の
差
は
平
均
冊
七
才
、
標
準
価
兼
六
，
八
才
で
あ
っ
て
御
野
の
方
が
そ
れ

だ
け
早
く
徳
ご
い
ふ
語
を
名
に
使
ひ
始
め
た
亡
兄
ら
飾
る
。
又
孔
子
ご
い
ふ
名
を
持
っ
て
居
る
も
の
は
御
野
に
三
才
の
幼
児
が
あ
る
だ
け

β
で
あ
る
。
次
に
佛
教
關
係
の
名
さ
し
て
法
ご
い
ふ
字
を
冠
ら
せ
た
名
に
法
脚
呂
、
法
師
等
が
あ
る
。
共
通
に
雨
地
方
に
あ
る
の
は
此
の
二

●

つ
で
あ
る
が
何
伽
も
御
野
の
方
が
商
年
で
あ
る
。
そ
の
他
の
二
つ
の
法
を
冠
ら
せ
た
名
は
御
野
に
だ
け
あ
る
。
そ
の
他
に
佛
教
に
關
聯
あ

、

る
も
の
ご
し
て
は
阿
彌
多
観
世
が
あ
り
之
も
御
野
に
あ
る
だ
け
で
あ
る
９
其
他
外
来
思
想
の
影
響
あ
る
も
の
を
し
て
は
十
二
支
が
あ
る
。

＃
之
は
九
州
で
は
礎
ん
に
流
行
し
て
居
た
も
の
で
挫
前
で
は
男
女
細
数
七
百
十
三
人
の
中
十
二
支
捌
係
の
名
琴
笹
も
つ
も
の
は
二
百
七
十
五
人

‐
あ
り
三
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
．
御
野
國
で
は
流
行
は
夫
程
で
は
な
く
流
行
の
始
ま
り
は
御
野
が
早
か
っ
た
ら
し
く
駁
高
年
齢
を
共

・
通
名
で
比
べ
て
見
る
ご
差
の
平
均
が
十
七
・
六
才
御
野
が
多
い
９
共
通
名
の
般
低
年
齢
李
笹
比
べ
る
。
ご
平
均
十
・
一
・
才
だ
け
御
野
が
多
い
。
》

即
ち
御
野
で
は
最
流
行
期
が
既
に
過
ぎ
て
居
た
も
の
で
あ
る
事
琶
示
す
。
次
に
原
始
的
な
も
の
か
大
陸
的
な
起
源
を
も
つ
も
の
か
瞭
ら
か

．
、
〆
Ｊ

で
な
い
が
排
泄
物
等
の
名
が
あ
る
。
そ
の
例
を
翠
げ
る
。
ご
御
野
に
は
山
波
利
寅
五
十
七
才
、
筑
前
に
は
久
曾
喪
（
之
は
尿
の
意
で
は
な
い

Ｉ

、
か
も
知
れ
な
い
。
古
事
記
に
よ
る
ご
尿
の
そ
は
甲
類
の
仮
名
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
）
蝋
前
に
は
尿
六
才
、
小
尿
寅
一
才
が
あ
る
が

、
、

》
６

。
、

‐
何
故
こ
の
様
な
名
を
好
ん
で
つ
け
た
の
か
。
決
し
て
上
代
日
本
人
が
》
」
の
様
な
も
の
を
好
み
美
し
い
き
見
て
居
た
ざ
は
老
へ
ら
れ
な
い
。

ロ
ｑ

そ
れ
は
素
尊
の
犯
し
た
天
津
罪
の
中
に
尿
戸
が
数
へ
ら
れ
月
諌
尊
が
殺
さ
れ
た
理
由
に
依
っ
て
屯
考
へ
ら
れ
る
。
叉
古
事
記
に
依
る
這
祁

貢
・
名
に
窩
登
さ
い
ふ
名
が
あ
る
の
を
忌
み
て
他
の
名
で
呼
ぶ
ご
い
ふ
事
が
あ
る
の
で
も
知
ら
れ
る
。
然
し
松
村
氏
は
日
本
壷
話
集
の
解
説
に

日
本
素
話
の
特
色
の
一
さ
し
て
こ
の
様
な
言
葉
を
好
ん
で
使
ふ
さ
い
ふ
事
を
蕊
げ
て
居
ら
れ
る
。
此
の
様
な
言
葉
を
崇
ぴ
は
し
な
い
迄
も

9

－
５
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血

。
、
マ

グ

ロ
に
上
ず
事
を
絶
對
的
に
忌
ん
だ
の
で
は
な
か
ら
ぅ
．
大
変
二
年
の
戸
籍
帳
に
は
陰
部
の
名
ら
し
い
も
の
は
御
野
國
の
都
生
血
の
他
に
は

け
へ

な
か
っ
た
が
、
よ
り
古
く
否
定
出
来
な
い
蛮
例
Ｅ
し
て
は
、
孝
徳
天
皇
白
雑
元
年
に
作
ら
れ
た
さ
い
は
れ
る
二
天
像
に
木
古
さ
い
ふ

。
〃
ヴ
上
■
■
・
・

名
が
あ
る
事
で
（
古
京
鐘
丈
十
頁
）
あ
る
９
．
職
時
こ
の
様
な
名
が
行
は
れ
た
事
を
示
す
。
朝
鮮
に
於
て
は
近
い
頃
も
こ
の
様
な
名
が
呪
術

●

．
‐
的
な
意
味
を
以
て
鬼
祁
の
凧
を
逃
れ
る
爲
に
行
は
れ
た
ご
い
ふ
か
ら
し
て
上
代
日
本
人
も
同
様
の
意
味
を
以
て
名
づ
け
た
の
か
も
知
れ
な

。
〃
い
・
・
兎
に
角
卑
語
を
名
Ｅ
す
る
事
が
新
し
い
も
の
な
ら
ば
御
野
が
受
容
の
早
さ
に
於
て
勝
り
原
姑
的
な
も
の
Ｅ
す
れ
ば
其
れ
を
拾
走
去
る

／

、
事
が
早
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
．
以
上
の
賓
例
に
依
っ
て
見
る
に
大
陸
の
文
化
に
對
す
る
關
心
又
は
受
容
が
大
黄
二
年
の
戸
籍
帳
に
残
っ
て

』
、

・
居
る
所
で
ば
、
九
州
が
御
野
に
少
く
ど
も
そ
の
早
さ
に
於
て
劣
っ
て
居
た
琶
思
へ
勘
。
鍬
的
に
見
る
亡
苔
九
州
は
十
二
支
の
名
に
於
て
は

ｊ

著
し
く
多
い
が
《
質
的
に
見
走
場
合
士
麦
の
概
念
よ
り
儒
佛
に
開
す
る
も
の
が
勝
れ
て
居
り
新
し
い
音
の
ご
す
れ
ば
御
野
が
全
般
的
に

見
て
大
陸
文
化
の
受
容
に
於
て
勝
れ
て
居
た
事
が
認
め
ら
れ
や
う
。
．
〃
，

、
〃
．
次
に
氏
族
的
差
異
に
つ
い
て
見
る
に
統
計
的
に
見
て
國
造
雄
に
特
殊
性
が
あ
っ
た
事
は
分
類
表
に
も
表
は
即
忙
居
る
様
に
一
堂
の
名
に

‐
つ
い
て
も
特
殊
性
が
見
ら
れ
る
事
が
多
い
．
例
へ
ぱ
数
を
つ
け
た
名
が
多
い
事
画
國
の
つ
い
た
名
が
多
い
事
等
で
あ
る
が
新
文
化
に
對
し

特
に
受
容
が
ざ
う
さ
い
ふ
事
は
兄
ら
れ
な
い
様
で
あ
る
。
國
造
族
の
特
殊
性
は
必
守
し
も
地
方
的
な
特
殊
性
に
蹄
し
得
な
い
事
は
分
類
表

、
に
よ
り
見
る
事
が
出
来
る
。
》
“
‐

彫

第
六
節
結
論
、

以
上
述
べ
て
来
た
所
に
依
っ
て
先
づ
九
州
地
方
ど
御
野
地
方
さ
を
戸
雑
帳
に
表
は
れ
た
限
り
で
老
へ
て
兇
る
ご
、
名
の
分
化
に
於
て
も

大
変
二
年
戸
雑
帳
に
就
い
て
一
二
一
七
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三
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男
子
で
は
御
野
の
方
が
勝
っ
て
居
る
。
女
子
に
於
て
は
筑
前
が
或
は
御
野
に
勝
っ
て
は
居
な
い
か
ご
忠
は
れ
る
が
、
』
こ
れ
は
男
子
を
女
子

／

の
一
般
的
特
硬
か
ら
見
る
き
き
、
女
子
の
方
が
保
守
的
で
あ
っ
て
ｂ
女
子
の
名
に
は
よ
り
古
い
時
代
の
叉
は
よ
り
保
守
的
な
杜
含
意
識
が

″

表
は
れ
て
居
る
も
の
ど
老
へ
ら
れ
る
。
賓
際
上
に
戸
総
帳
に
表
は
れ
た
所
は
女
子
の
名
が
保
守
的
で
あ
る
事
を
裏
書
き
し
て
居
て
、
新
文

化
を
示
す
様
な
名
は
女
子
に
は
無
い
の
で
あ
る
。
若
し
女
子
の
名
が
古
い
時
代
を
表
は
す
も
の
ご
す
れ
ば
、
筑
前
の
此
の
地
方
が
古
く
は

御
野
の
此
の
地
方
よ
り
も
分
化
が
進
ん
で
居
た
事
を
筑
前
の
名
数
の
多
い
事
が
示
す
も
め
ご
い
ひ
柵
や
う
．
次
に
新
し
い
名
を
取
り
入
煎

る
速
さ
に
於
て
も
、
御
野
は
九
州
に
勝
っ
て
居
る
や
う
で
あ
る
。
此
の
場
合
は
男
子
に
も
女
子
に
も
略
型
同
様
の
結
果
が
表
れ
た
９
名
を

分
数
し
て
考
へ
て
見
た
場
合
、
新
文
化
に
附
聯
あ
る
名
の
取
蝿
入
れ
方
も
矢
張
り
御
野
の
方
が
勝
っ
て
居
る
。
叉
原
姑
的
か
さ
恩
は
れ
る

凸
吐
込
▽
、

卑
語
を
捨
て
る
事
も
亦
御
野
が
早
い
。
以
上
の
事
か
ら
し
て
御
野
の
方
が
九
州
よ
り
文
化
的
に
勝
ｍ
て
居
た
Ｅ
い
ふ
事
が
出
来
る
で
あ
ら

』
一

う
が
ご
い
ふ
に
ｂ
↓
先
づ
此
の
戸
森
帳
に
表
は
れ
た
地
方
が
御
野
又
は
九
州
を
代
表
し
得
る
か
が
問
題
で
あ
る
．
単
に
地
勢
的
に
兄
る
場
合

に
は
始
め
に
述
べ
た
様
に
雨
地
方
は
略
里
同
程
度
の
位
世
に
あ
る
と
見
て
よ
い
か
も
知
れ
な
い
．
。
御
野
の
方
は
東
海
道
の
路
線
炉
近
く
、

蝶
前
は
宇
佐
の
津
に
近
い
．
筑
前
も
亦
太
宰
府
に
近
い
．
然
し
そ
の
住
雌
の
階
級
別
か
ら
兄
る
逢
巷
は
御
野
は
國
迭
族
、
縣
主
族
等
を
多

数
に
含
ん
で
居
る
の
に
對
し
℃
九
州
地
方
に
は
少
数
の
肥
講
等
が
あ
る
他
は
勝
姓
琶
も
っ
て
居
岸
ｏ
者
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
此
の
黙
や
湧

御
野
の
方
が
勝
灯
る
な
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
そ
こ
で
剛
者
夫
友
の
地
方
の
代
表
ご
見
る
偏
に
は
幾
ら
か
御
野
の
方
を
低
め
て
老
へ
れ
ば

●

な
ら
な
い
事
ご
な
ら
う
。
そ
こ
で
此
の
砿
地
方
の
史
に
古
い
時
代
に
つ
い
て
考
察
し
て
兇
る
に
、
原
瑛
時
代
の
‐
文
化
状
態
は
後
藤
守
一
氏

Ｉ
４

日
本
考
古
學
に
よ
る
琶
發
見
鏡
の
総
数
、
縣
面
波
に
對
す
る
鏡
数
比
、
發
兇
さ
伽
仁
鏡
の
純
の
平
均
、
一
簡
所
に
於
け
る
發
兄
鏡
の
平
均

数
等
總
て
禰
岡
が
岐
阜
に
勝
る
。
然
る
に
鏡
を
防
製
鏡
と
支
那
製
鈍
さ
に
分
つ
ど
言
は
、
支
那
製
鏡
の
数
は
耐
岡
が
岐
阜
に
勝
る
が
、
竹

℃

４
〃
・
ず

〆

戸
八

一
日

〆

7



ﾉ

'
■

製
鏡
の
数
は
岐
阜
が
一
順
岡
よ
り
多
い
ｏ
後
藤
氏
が
言
は
れ
る
様
に
氏
の
凧
ひ
仁
餐
料
を
上
代
人
の
用
ひ
た
鏡
の
数
の
比
例
値
こ
し
鏡
を
髄

《
時
の
文
化
の
具
象
の
一
で
あ
る
だ
し
ｂ
支
那
鏡
が
大
陸
文
化
を
示
し
防
製
鏡
が
よ
り
自
生
的
な
文
化
を
示
す
も
の
ど
假
定
す
伽
ぱ
、
鏡
の

傅
來
さ
恥
、
作
ら
れ
、
古
城
に
埋
め
ら
ぃ
て
居
た
時
代
に
は
、
全
般
的
に
は
職
間
地
方
が
岐
阜
の
地
方
よ
り
も
文
化
的
に
勝
れ
て
居
仁
も

の
芭
老
へ
・
ら
れ
る
が
、
・
自
生
的
な
職
で
は
岐
阜
の
方
が
よ
り
勝
飢
て
居
た
さ
老
へ
ら
れ
る
、
。
此
他
に
漢
委
奴
國
王
の
金
印
が
志
焚
島
に
見

出
さ
れ
た
事
、
北
九
州
地
方
一
北
耐
に
装
飾
猟
の
見
出
さ
れ
る
事
等
も
、
九
州
地
方
の
古
代
文
化
の
様
相
を
一
示
す
も
の
ど
魁
は
れ
る
。
次
に

Ｉ

延
喜
式
の
祁
名
帳
を
見
る
に
、
そ
の
中
に
表
は
れ
た
祁
祇
名
は
筑
前
挫
前
の
方
に
於
・
て
大
き
い
の
が
多
い
。
此
れ
は
筑
前
蝋
前
の
方
が
政
、

槌
治
的
に
勢
力
が
あ
っ
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
。
然
も
此
の
事
は
延
害
式
の
時
代
よ
り
も
古
い
時
代
の
事
を
示
し
て
居
る
も
の
Ｅ
老
へ

ら
れ
る
．
Ｉ
何
故
か
さ
い
ふ
に
、
宗
教
上
の
事
柄
は
”
一
般
に
保
守
的
に
取
扱
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
．
此
の
紳
名
帳
が
奈
良
朝
の
川
雲
風
土
記

の
祁
名
の
部
分
亡
一
致
す
る
事
が
是
を
賓
證
す
る
。
．
そ
こ
で
延
喜
式
の
祁
名
帳
の
表
は
す
政
論
的
勢
力
分
布
は
或
は
机
倣
古
く
測
り
得
る

●

０
可

も
の
で
あ
ら
う
ず
以
上
述
べ
た
種
友
の
事
巾
に
依
り
九
州
北
部
が
原
史
時
代
は
御
野
地
方
よ
り
勝
奴
た
文
化
を
持
っ
て
居
七
も
の
ご
い
へ

る
で
あ
ら
う
卿
叉
太
田
亮
氏
の
「
卿
本
古
代
に
於
け
る
肚
會
紺
識
の
研
究
］
・
に
よ
る
ご
、
魏
志
倭
人
何
等
の
識
す
る
所
に
よ
れ
ば
九
州
北

９
－

部
の
人
口
は
古
欣
に
多
く
、
和
名
抄
の
里
数
か
ら
数
へ
た
平
安
鮒
の
人
口
は
推
し
く
減
ｐ
て
ゐ
ら
事
が
見
ら
れ
る
．
人
口
の
多
少
そ
の
も

の
は
文
化
の
商
低
を
示
さ
な
い
で
あ
ら
う
が
、
ま
た
人
口
が
少
く
な
る
場
合
文
化
が
低
く
な
る
事
も
多
い
で
あ
ら
う
。
・
さ
ぅ
を
す
れ
ば
此

つ

・
の
事
は
又
上
に
述
べ
た
事
を
論
す
る
９
か
く
し
て
脈
史
時
代
に
は
制
合
勝
れ
た
文
化
を
持
っ
て
居
た
九
州
の
此
の
地
方
も
、
戸
織
帳
の
時

代
・
に
は
祁
對
的
に
御
野
地
方
に
劣
る
か
叉
は
等
し
い
程
度
に
な
っ
た
も
の
ど
老
へ
ら
れ
る
．
之
を
一
般
的
に
い
へ
ぱ
中
央
の
文
化
ご
逢
境

・
の
文
化
ど
の
性
格
の
相
違
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
。
即
ち
逵
境
は
満
座
文
化
の
地
Ｅ
洲
壊
す
る
場
合
そ
の
文
化
を
受
容
れ
る
事
は
中
央
に

〆
■

大
爽
二
年
戸
雑
帷
に
就
い
‐
て
‐
．
二
一
九

ノ

イレ

、

！
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1 ，

．
一
四
○

：
比
し
早
い
が
、
。
や
が
て
そ
の
受
容
れ
方
の
弧
度
は
逆
稗
し
て
中
央
の
方
が
多
く
を
受
容
れ
る
様
に
な
る
．
西
洋
文
化
の
場
合
に
於
て
は
長

崎
が
此
の
逃
境
の
塒
徴
茜
鮮
か
に
示
し
て
居
る
。
、

色

・
第
二
に
氏
族
的
な
差
異
に
つ
い
て
老
嬢
し
て
見
よ
う
。
一
・
一
節
以
下
に
述
べ
た
所
に
よ
り
國
辻
族
は
他
の
秦
人
、
縣
主
族
等
に
對
し
て
特
・

殊
性
を
も
つ
て
居
た
。
同
様
に
奴
が
特
異
性
を
多
く
も
っ
て
ゐ
た
。
之
は
奴
が
特
殊
な
階
級
を
な
し
て
居
た
こ
さ
を
階
示
し
て
ゐ
る
ｏ
國

〒
造
族
が
特
異
性
李
琴
も
っ
て
ゐ
た
事
は
、
。
或
．
ほ
そ
の
氏
族
の
特
異
性
で
は
な
く
て
泡
そ
の
地
方
の
特
異
性
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
ご
い
ふ

疑
ひ
が
起
る
．
國
造
族
は
大
部
分
森
部
里
で
あ
る
が
・
奔
部
里
の
中
で
も
特
異
性
を
持
っ
て
居
る
事
は
虫
倭
文
等
の
つ
い
た
名
が
春
日
部
〃
。

０
０
－

里
の
他
の
氏
族
に
は
無
く
て
、
國
造
族
に
限
ら
れ
て
居
る
事
で
も
わ
か
る
．
欺
琶
つ
け
た
名
が
多
い
事
は
著
し
い
軸
で
あ
る
．
此
の
事
は

０

。
氏
族
剛
綬
ご
い
ふ
も
の
が
未
だ
必
ず
し
も
崩
壊
し
‐
て
居
な
か
っ
た
事
を
示
す
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
ｏ
そ
れ
は
、
太
岡
氏
が
前
述
の
所
で
、

『
ご

「
氏
姓
さ
い
‐
ふ
も
の
は
未
だ
砒
會
に
意
味
を
も
っ
て
居
て
牛
古
初
期
の
祇
會
階
級
の
基
礎
笹
な
し
た
も
の
は
氏
姓
で
あ
っ
た
」
ご
い
っ
て
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印
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囲
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．
．
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口
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諜
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閲
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